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東日本旅客鉄道株式会社 上越線 後閑

ご か ん

駅～上牧
かみもく

駅間において発生した 
鉄道事故の調査について 

（経過報告） 
 
 

令和８年８月２７日 
運輸安全委員会（鉄道部会） 

 
 

運輸安全委員会は、令和７年９月４日、東日本旅客鉄道株式会社の上越線後閑駅～上牧駅間に

おいて発生した鉄道事故（列車脱線事故）について、令和７年９月から原因を究明するための調

査を進めてきたところであるが、事実の確認、原因の分析及び再発防止策の検討のために、更に

一定の時間を要する状況である。このため、本調査については、本鉄道事故が発生した日から１

年以内に調査を終えることが困難であると見込まれる状況にあることから、運輸安全委員会設置

法第２５条第４項の規定に基づき、以下のとおり本調査の経過を報告する。 
なお、本経過報告の内容については、今後、新たな情報の入手等により、修正されることがあ

り得る。 
また、本調査は、本鉄道事故に関し、運輸安全委員会設置法に基づき、鉄道事故及び事故に伴

い発生した被害の原因を究明し、事故等の防止及び被害の軽減に寄与することを目的として行う

ものであり、事故の責任を問うために行うものではない。 
 
１．鉄道事故の概要 

東日本旅客鉄道株式会社の上越線高崎駅発水上
みなかみ

駅行き６両編成の下り試８７３３列車（以

下「本件列車」という。）は、後閑駅～上牧駅間の右曲線区間を走行中、機関車の第７軸（機

関車の炭水車*1の１軸目。以下、車両は前から数え、前後左右は特に断りがない限り列車の進

行方向を基準とする。）が左側に脱線した。 
同列車に乗客はおらず、乗務員９名（運転士、運転助士、運転助士見習及び車両検修担当

６名）が乗務していたが、負傷者はいなかった。 
（図１、図２及び図３ 参照） 

 
２．調査の概要 

運輸安全委員会は、令和７年９月４日、本鉄道事故の調査を担当する主管調査官ほか１名

の鉄道事故調査官を指名した。現時点までに関係者からの口述聴取、運行記録の解析、鉄道

施設に関する調査及び分析、車両に関する調査及び分析、気象に関する情報収集等を実施し

た。なお、令和７年１１月２８日、その時点までの事実調査の結果に基づき、国土交通省に

対して、本鉄道事故において脱線した機関車の炭水車の輪軸に顕著な輪重アンバランスが生

 
*1 「炭水車」とは、蒸気機関車に付随し、その運転に必要な水及び燃料（石炭、重油等）を主に搭載する車体を
いう。 
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じていたことが判明した旨、事実情報の提供を行った。 
（表１ 参照） 
 

３．判明している主な事実情報 
（１）運行の経過 

本件列車の運転士は、高崎駅を定刻に発車した後、営業運転と同ダイヤで試運転を続

けた。後閑駅発車後、上り勾配に合わせて速度４０km/hを維持して運転していたところ、

大きな衝撃音と揺れを感じたため直ちに非常ブレーキを扱い、本件列車を停止させた。

列車停止後、降車して床下を確認したところ、機関車の第７軸が左側に脱線していた。 
なお、当該機関車は同年８月に輪軸を取り外して踏面削正*2を行ったため、事故当日は

試運転を行っていた。 
 

（２）死傷者 
なし 
 

（３）鉄道施設の損傷状況 
列車停止位置の約１５０～１３５ｍ手前にかけ、左レール頭頂面に筋状の接触痕が認

められ、それ以降はまくらぎ上を車輪が通過した痕跡が認められた。 
（図５ 参照） 

 
（４）車両の損傷状況等 

機関車の第７軸軸箱前蓋、油つぼ蓋等が開いており、内部の部品類が脱落していた。 
機関車の第８軸右前ばね釣り上部が後方に曲損しており、近傍にある炭水車台枠に接

触痕が認められた。 
本鉄道事故後に、炭水車の静止輪重を測定したところ、第７軸及び第８軸の静止輪重

が左右の車輪で大きく異なる、顕著な輪重アンバランスを生じていた。 
（図３、図４及び表１ 参照） 

 
（５）気象 

事故発生時の天候は晴れ、風速は１m/s 前後、気温は２６℃前後であった。 
 
４．今後の調査 

本鉄道事故の原因及び本鉄道事故に伴い発生した被害の原因の究明並びに事故の再発防止

策の検討のため、これまでの調査で得られた情報を基に、輪重アンバランスの生じた原因な

ど、更なる事実確認や分析のほか、原因関係者からの意見聴取を行う必要がある。 
当委員会は、これまでの調査、分析等によって得られた結果を踏まえて、引き続き本鉄道

事故の原因等の調査を進める。 

 
*2 「踏面削正」とは、車輪の外周を削り、所定の形状に整えることをいう。 
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図１ 本鉄道事故発生場所付近の位置図 
 

蒸気機関車 客車（５両） 

図２ 列車の編成 

図３ 脱線状況 

脱線軸
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表１ 炭水車の輪重測定結果

 

軸位 第７軸 第８軸 第９軸 第１０軸 

車輪部位 右 左 右 左 右 左 右 左 

輪重 [kN] ＯＬ ０ 8.13 ＯＬ 43.67 56.30 48.07 53.17 

※ 石炭は入庫時の状態のまま、水、重油の積載量は脱線時の状態として測定 

※ 第７軸右及び第８軸左は測定レンジ(80kN)超過(Over Limit：ＯＬ) 

※ 第７軸左車輪はレールに接していなかった 

 

図４ ばね釣りの曲損状況 
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図５ 軌道上の痕跡 


